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◎所 在 地：〒684-0071 外江町１７７０番地１ 

◎T E L：0859-42-323０ 

◎H P：https://ikusei-smile.jp/ 

◎受入年齢：生後 2 ヶ月から就学前まで      

■在籍状況(令和 6年 4月 1日時点)        Instagram QR ｺｰﾄﾞ 

0 歳児：06 名   1 歳児：1６名   2 歳児：18 名 

3歳児：14名（2名）4歳児：11名（2名）5歳児：13名（4名） 

                            ※（ ）内は１号認定児 

◎駐 車 場：園舎北側 10台、東側に 12台 

【1 号認定 預かり保育 時間・料金】※預かり料金無償化対象 

 時 間 料金 

土曜 

長期休業 
9：00～15:00 \5００/日額 

月～土 

７：３０～ ８：３０ \１００/日額 

15：00～16：３０ \１００/日額 

16:３0～18：30 \１００/日額 

【２号認定 延長保育 時間・料金】 
 時間(月～金) 時間(土曜) 料金 

標準 

時間 
18:３0～1９:00 

平日と同様 

\１００/３０分 

短時間 

７：３０～ ８：３０ \１００/1 時間 

16：３0～1８：３０ \１００/1 時間 

18:３0～1９：00 \１００/３０分 

【年間行事予定】 

4 月 保護者会総会・クラス懇談 

5 月 校区民運動会・親子遠足（３歳以上児） 

7 月 オープンデ― 

8 月 クリーングリーン大作戦 

10 月 オープンデ―・保護者会主催イベント 

11 月 親子遠足（3 歳未満児） 

12 月 
クリスマス会・自分らしさ展 

市保連ソフトバレーボール大会 

1 月 自分らしさ展・年長思い出づくり会 

3 月 お餅つきフェス・卒園式 

★毎月の行事★ 

避難訓練・身体測定・個人懇談（随時）・一緒にこども園（随時） 

※年間を通し、子ども達の姿や興味関心から対話を通し様々な

活動・行事を展開しています。 

★地域交流・世代間交流・園外活動★ 

子ども達の興味関心から地域に出かけ様々な人と出会い、地域とつながり

関わり合う体験を大切にしながら子ども達の育ちを育んでいます。 

（例）公民館祭り・外江小、境三中生、ボランティアとの交流など 

 

【給食・おやつ】 

  〖和食を中心とした給食〗 

旬の食材や季節の野菜、大豆や海藻などの素材を        

多く採り入れた手作り給食 

添加物を使わず昆布やかつお節、煮干しでだしを取り薄味で素材

のうま味を活かした献立です。ご飯は、

園内で精米した五分つき米を使い、醤

油や味噌も国産大豆から造られた地

元のものを使用しています。また、おや

つは 4回目の食事として、おにぎりや

芋を中心に食しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【諸費用】 

 〇保護者会費：￥250/月 

○教材費（３歳児～）：\200/月  

〇副食費（３歳児～）：￥3,800/月 ※１号認定￥2,800/月 

【入園時に準備するもの】 

（共通） 

通園用のかばん・午睡用布団・園庭用のくつ・手拭きタオル 

着替え・汚れ物入れ・コップ・コップ袋 

(3 歳未満児) 紙おむつ（常時 6枚程度） 

(3 歳以上児) はし 

【保育理念・保育方針】 

★保育理念★ 

こどもに寄り添い 

こどもと対話しながら 

こどもと大人が心躍る出来事に出会い 

毎日が楽しいと思える保育を創り出す 

★保育方針★  

子ども一人ひとりの主体としての学びを大切に、 

心地よい環境のもと人として豊かに生きていくための基礎を 

園生活の様々な経験を通して育む保育 

 

★保育目標★ 

・基本的生活習慣を身につけ丈夫な体を育む 

・人と関わり認め合う心を育む 

・対話を通し豊かな言葉、考える力、表現する力を育む 

 

認定こども園 外江こども園 

【ひとこと】 

子どもに関わるすべての大人（保育者・保護者・地域の

方）が子どもの豊かな成長を支えるために多様性を 

尊重し合い、立場や意見の違う人と協働しながら、 

子どもの輝く未来のため一緒に 

学びを育んでいきましょう！ 
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何気ない日々の中で、子ども達は体・感覚を

フル回転させて様々なことを学びます。

素敵な「学びの物語」をおうちの方と共有し、

一緒に子育てを楽しみましょう。

Tonoe
外江こども園

異年齢

たてわり保育
（3～5歳）

各クラスの子どもの姿・興味関心から

作り出される環境

遊びの中に多くの学びがある

一人ひとりの”ひと”を大切に

あたたかい家庭的な雰囲気のもと、子ども、親、

保育者がコミュニティの一員としてともに学び合

います。その子らしさを尊重し、一人ひとりの輝

く未来に向け、心豊かに生きていくための基礎や

自己肯定感を育んでいきます。

そこに安心でき夢中になれる環境があるから

子どもは主体的に遊び、学びを広げていきます

ドキュメンテーション

一人ひとりの表現を認め合う仲間づくり


